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昭
和
五
十
八
年
以
来
の
社
殿

宗

会百
平
成
ノ
大
造
営

中
津
宮
の
摂
社
で
大
島
御
嶽
山
に
鎮
座
す
る
、
御
嶽
神
社
で
は

七
月
五
日
よ
り
社
殿
の
修
復
に
入
り
、
こ
の
度
約
一
ヶ
月
間
の
修
復

工
事
を
終
え
八
月
一
日
に
本
殿
遷
座
祭
が
、
厳
粛
に
斎
行
さ
れ
た
。

祭
典
当
日
、
午
後
よ
り
神
職
が
大
島
へ
渡
島
し
、
快
晴
の
な
か
、

午
後
八
時
の
出
御
へ
む
け
準
備
を
進
め
た
。

出
御
祭
に
先
立
ち
、
午
後
五
時
、
修
復
を
終
え
た
御
嶽
神
社
本

殿
に
て
、
清
祓
の
儀
を
執
り
行
い
、
大
麻
・
塩
湯
に
て
本
殿
、
遷
御

道
を
祓
い
清
め
た
。

午
後
七
時
三
十
分
中
津
宮
本
殿
に

て
、
葦
津
権
宮
司
以
下
神
職
六
名
奉

仕
の
下
、
出
御
祭
を
斎
行
。
午
後
八
時

出
御
し
、
午
後
八
時
三
十
分
浄
闇
の

な
か
御
嶽
神
社
本
殿
へ
入
御
さ
れ
た
。

入
御
の
後
、
御
嶽
神
社
に
て
入
御

祭
を
斎
行
し
、
本
殿
遷
座
祭
は
滞
り

な
く
終
了
し
た
。

時
満
ち
て

道
ひ
ら
く

じ
よ
う

合
署
い
盛
り
に
滋
齊
の
つ
く
物
と
さ
れ

う
な
さ
こ
か
つ

る
筆
頭
が
鰈
だ
が
、
資
源
枯
渇
の
昨

覧
の
口
に
は
中
々
入
ら
な
い
。
打

m
ー̀
出
が
減
り
価
格
も
高
騰
し
て

ま
ぐ
ろ
な
ま
ず

開
策
と
し
て
鮪
毀
殖
で
有
名
な
近
畿
大
学
が
鯰
を

鮫
の
食
昧
に
近
付
け
た
毀
殖
に
成
功
し
た
と
今
詰

ど
よ
う
う
し

題
だ
マ
ぷ
し
、
元
々
土
用
の
丑
に
は
「
う
」
の
つ
く

う
な
ざ

物
と
の
風
習
か
ら
の
鰻
で
あ
る
し
、
そ
れ
を
代
替

O
D
O

な
ま
ず

に
と
の
発
想
に
は
疑
問
も
感
じ
る
▼
鯰
と
い
え
ば
、

古
来
か
ら
地
礫
を
起
こ
す
と
さ
れ
て
き
た
。
鹿
鳥

か
な
め
い
し
お
お
な
よ
ず

神
宮
に
あ
る
要
石
は
地
中
に
潜
む
大
鯰
を
封
じ
る
と

な
よ
ず
で
人
ば

さ
れ
、
迷
信
と
片
付
け
て
も
い
い
が
近
年
鯰
は
電
場

の
変
化
に
も
敏
感
で
あ
る
こ
と
か
ら
地
霙
予
知
能

力
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
了
阿
蘇
神
社
に
も

な
ま
ず
た
け
い
わ
た
つ
の
み
こ
と

鯰
の
伝
承
が
あ
る
。
祭
神
の
健
磐
醗
命
が
阿
蘇
の

開
拓
に
あ
た
り
広
が
る
湖
を
無
く
し
耕
作
地
に
と

が
し
り
ん
ざ
ん
け
や
ぷ

考
え
外
輪
山
を
蹴
破
る
。
湖
水
が
少
し
引
く
と
底
か

お
お
な
よ
ず
せ
み
こ
と

ら
大
鯰
が
現
れ
水
を
ま
だ
堰
き
止
め
る
の
で
、
命
は

刀
で
切
り
、
よ
う
や
く
流
れ
出
た
と
の
事
マ
―
J
I
J
ま

な
よ
ず
た
た

で
書
く
と
熊
本
地
震
は
鯰
の
祟
り
か
と
忠
う
向
き

な
よ
ず

も
あ
ろ
う
が
、
同
地
で
は
そ
の
鯰
も
神
と
し
て
崇
め

な
ま
ず

祀
り
地
元
民
は
鯰
を
食
す
事
を
避
け
る
そ
う
で
あ

る
の
で
当
た
ら
な
い
烹
熊
本
地
震
で
は
多
く
の
方
々

ひ
さ
い

が
被
災
さ
れ
、
当
社
で
も
職
霙
を
派
遣
し
て
の
復
旧

ぽ
さ
ん
ど
う
て
い

活
動
、
ま
た
募
金
活
動
を
行
う
も
完
全
復
旧
の
道
程

は
ま
だ
遠
い
。
実
朝
公
の
古
歌
に
「
山
は
裂
け
海
は

ふ
た
ご
こ
ろ
わ
れ

浅
せ
な
む
世
な
り
と
も
君
に
二
心
我
あ
ら
め
や
も
」

と
あ
る
が
、
阿
蘇
の
山
並
み
も
崩
落
が
痛
々
し
い
。

ま
さ
さ
じ
し
人

正
に
「
山
は
裂
け
j
と
は
今
回
の
地
震
被
害
の
事
と

思
っ
て
良
い
マ
ど
ん
な
に
技
術
が
進
も
う
と
自
然
の

り
ょ
う
が
か
な

力
は
そ
れ
を
凌
鷲
し
敵
わ
な
い
。
自
然
へ
の
喪
敬
の

し
ん
と
う

念
が
「
神
道
」
と
い
う
信
仰
を
形
作
る
柱
の
―
つ
で
あ

り
今
に
受
け
謎
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
佐
）

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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御
嶽
神
社
修
復

中
津
宮
摂
社
、
御
嶽
神
社
一
造
営
」
第
二
次
事
業
で
の
修
復

に
お
い
て
は
昭
和
五
十
八
年
丁
と
な
っ
た
。

に
本
殿
修
復
並
び
に
拝
殿
改
一
七
月
五
日
中
津
宮
本
殿
へ

築
工
事
を
行
っ
て
い
る
が
、
口
の
仮
殿
遷
座
を
済
ま
せ
た
後
、

経
年
に
よ
る
木
部
の
腐
朽
で
二
土
に
木
工
事
の
修
復
と
な
り
、

傷
み
が
著
し
く
、
「
平
成
ノ
大
云
竿
板
の
ず
れ
や
、
釘
隠
し
の

欠
損
、
縁
板
周
辺
の
腐

朽
等
を
修
復
し
、
全
体

の
洗
い
・
小
口
の
胡
粉

塗
り
直
し
を
行
っ
た
。

る
こ
と
と

な
っ
た
。
以

拝七宝上 の目従朽て前
者互館旬七利的前化いも
を二大と月用卜よにた設
迎参国な下状ィりよが置
ゑり宝る旬況レ便り老し

がににを器解
万菊展、着応設数体
全花を中工しけも、
の展は旬した‘増同
備等じかて設近加所
えにめらぉ計年、で
とよ、開りとの男の

よ畠：閂累よ筐麿言口”・ド
い数大れは゜駐もと

。塁祭畠孔 儡畠し亨—

く
参
拝
者
に

不
便
を
か
け

て
い
た
が
、

今
回
新
築
す

第
二
駐
車
場
ト
イ
レ
新
築

V
L
 .
. r
 

—-

現
在
第
二

駐
車
場
に
は

ト
イ
レ
が
な

中
津
宮
摂
社

て
道
ひ
ら
く

.
,
9
 

日
記
⑳

f
ユ
い
ぷ
亡
，
尉
「

r
r
,

終
戦
か
ら
七
十
一
二
か
宗
像
・
福
津
両
市

年
目
を
迎
え
る
八
月
二
の
遺
族
会
、
田
島
区

十
五
日
。
そ
の
日
の
午
｛
関
係
者
合
わ
せ
約

後
七
時
、
日
清
日
露
一
四
十
人
参
列
の
下
、

戦
争
よ
り
大
東
亜
戦
二
粛
々
と
斎
行
さ
れ
た
。

争
ま
で
に
戦
没
さ
れ

□蝋
燭
に
照
ら
さ
れ
た

た
宗
像
・
福
津
市
内
]
曳
内
で
我
国
の
礎
と

二
千
五
百
余
柱
の
英
こ
包
り
れ
散
華
さ
れ
た

霊
を
祭
る
宗
像
護
国
二
御
英
霊
に
思
い
を
馳

神
社
に
て
戦
没
者
慰
：
せ
感
謝
の
ま
こ
と
を

霊
祭
、
田
島
千
灯
明
]
痒
げ
ら
れ
た
。
遺
族

や
当
時
を
知
る

人
が
い
よ
い
よ

少
な
く
な
っ
て
き

こ
て
い
る
今
、
現
代

人
に
欠
け
た

「
公
」
の
精
神
を

国
と
国
民
に
尽

く
さ
れ
た
御
英

霊
か
ら
学
ば
な

け
れ
ば
な
ら
な

ヽ
ふ

0

し

宗
像
護
国
神
社

「
戦
没
者
慰
霊
祭

御
英
霊
に
対
し
思
い
を
馳
せ
る
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夏
越
の
大
祓
式

て夏時
古越‘七
儀の約月
に大五＝
則祓百［
り式名一
厳が参日
粛神列
に門の午
斎前も後
行にと五

もに宗さ
及よ像れ
ぶり大た

/ I \―-―-一1 冒胃翡麗
か負いれば茅 たえれ輪の 力日

ょ； 9 塁塁日塁゜ {1 冒;ft!〗
活健にを罪潜こ らに製茅）レ奉よ
をやも祓槻れの れ備さのに仕り
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
人職八やにい--,参読権祓氏以前られ て送

形が紅惰i篇儡列し宮式子下にれた定いる

: : [: I 尼：喜畠塁 [9:] :冒：る0 9 
悶ピ最囲翡息合門互〗嘉嬰九カ：閃繋
祓哀後歴石門門］琶た胃至百喜塁晶 <
い地に乞木、り員を葦し数宮輪納せ わ
清．神を綿った、宣津大の司のめら れ

息国祭 殿右古司・麻め＇ロミ ~~·:····....., 
災家を引へ左歌以を所
．の斎きととを下流役
家繁行続参茅奉参棄が
嬰翠喜；門ヽ唱列し人

製 終はさ舞よ上る全皆司殿たをし者た厖
·茅了滞れ←る‘祝を様がに゜潜な全°祓
人のしり‘が云巫詞祈の皇て りが員芯物
形輪たな祭奉豆女を念無室夏 ‘らで＇し・
配奉 く典奏栄に奏す病．越 本左、宮大
.................................................................................................................................... 

胄＇千；鳳§ : : に皆歳の一 御、 r
胄；盆曇 礼紙御
てね延の 申面奉

喜ょ万下 喜喜｛責
孟盆ふる まちい
芦を 合在 内［信編四国立4

宮
川
の
清
き
流
れ
に
喫
せ
ば

祈
れ
る
こ
と
の
叶
は
ぬ
は
な
し
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よ
り
「
宗
像
大
島
七
夕
ま
つ
二
月
十
六
日
に
宗

り
」
が
催
行
さ
れ
、
天
の
川
原
ご
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

の
も
と
牽
牛
と
織
女
の
一
年
に
:
J
公
演
が
予
定

一
度
の
逢
瀬
の
一
刻
が
演
出
さ
一
さ
れ
て
い
る

八
月
七
日
、
大
島
中
津
宮
]
奴
に
お
か
れ
、
そ
の
明
り
の
中
、
：
れ
た
。
ニ
`
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
於
い
て
恒
例
の
七
夕
祭
が
島
」
夜
半
ま
で
中
津
宮
境
内
は
大
一
七
夕
祭
当
日
、
早
朝
よ
り
丁
む
な
か
た
三
女

を
挙
げ
て
厳
粛
且
つ
盛
大
に
二
か
条
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

□
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
同
敬
神
二
記
」
の
ミ
ニ
公

斎
行
さ
れ
た
。
一
こ
の
中
津
宮
七
夕
祭
の
歴
]
畑
人
部
、
元
気
な
島
づ
く
り
二
演
が
催
さ
れ

境
内
に
は
大
島
小
・
中
学
二
史
は
鎌
倉
時
代
ま
で
遡
る
こ
一
事
業
推
進
協
議
会
、
他
、
島
内
一
た
。
ま
た
公
園

生
の
奉
仕
に
よ
り
竹
灯
が
無
i
と
が
で
き
、
以
来
島
民
に
よ
っ
：
各
種
団
体
の
御
奉
仕
に
よ
り
こ
に
は
多
数
の
夜

¢
む
h
"

て
伝
承
さ
れ
て
こ
波
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
中
津
一
店
が
出
店
さ

き
た
神
事
で
あ
二
呂
境
内
周
辺
に
短
冊
が
結
び
[
れ
ヽ
参
拝
者
を

る
。
次
の
世
代
こ

N
け
ら
れ
た
笹
竹
が
備
え
付
こ
宋
し
ま
せ
た
。
日
没
頃
よ
り
丁
中
、
天
ノ
川
を
挟
ん
で
鎮
座
す

へ
と
受
け
継
ぐ
こ
り
ら
れ
、
島
は
七
夕
の
雰
囲
気
こ
ほ
島
の
子
供
達
が
境
内
に
据
一
る
「
牽
牛
神
社
」
と
「
織
女
神

べ
く
、
島
内
の
―
一
色
に
彩
ら
れ
た
。
一
え
ら
れ
た
竹
灯
に
点
灯
、
幻
：
社
」
を
空
中
に
通
さ
れ
た

各
種
団
体
の
一
夕
刻
に
な
る
と
島
外
か
ら
二
忠
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。
：
チ
ュ
ー
ブ
の
中
を
赤
い
発
光
液

奉
仕
に
よ
っ
て
二
り
参
拝
者
も
続
々
と
中
津
宮
一
午
後
八
時
、
「
牽
牛
神
社
」
二
か
流
れ
、
両
宮
が
赤
い
糸
で
結

年
々
行
事
の
規
境
内
に
参
集
し
、
七
夕
祭
り
の
「
織
女
神
社
」
の
御
前
で
、
厳
し
ば
れ
る
と
参
拝
者
か
ら
歓
声

模
も
拡
大
し
、
：
イ
ベ
ン
ト
会
場
と
な
る
港
湾
緑
二
粛
に
七
夕
祭
を
斎
行
。
斎
主
口
が
上
が
っ
た
。

島
外
よ
り
の

□
地
公
園
に
は
浴
衣
姿
の
老
若
ご
か
年
に
一
度
の
逢
瀬
を
言
祝
一
そ
の
後
伝
統
の
七
夕
踊
り

参
拝
者
も
増
男
女
で
溢
れ
、
会
場
は
華
や
か
~
ぐ
祝
詞
を
奏
上
、
次
に
参
列
者
・
も
奉
納
さ
れ
、
島
を
訪
れ
た
人

え
て
い
る
。
な
賑
わ
い
を
み
せ
た
。
午
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祈
り
を
込
め
も
島
民
も
皆
輪
に
な
り
、
神

七
夕
祭
に
ニ
ハ
時
よ
り
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
ニ
J
玉
串
を
捧
げ
た
。
丁
人
和
楽
の
一
夜
を
共
に
し
た
。

併
せ
今
年
も
丁
こ
し
て
地
元
大
島
の
小
・
中
学
一
又
、
祭
典
後
に
は
今
年
も
一
午
後
九
時
三

0
分
、
大
島

「
元
気
な
島
づ
：
生
に
よ
る
合
唱
や
演
奏
、
中
津
二
愛
の
赤
い
糸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
こ
港
よ
り
臨
時
渡
船
が
出
さ
れ
、

く
り
事
業
推
二
呂
に
て
祈
願
を
さ
れ
た
若
い

□
か
行
わ
れ
、
司
会
に
よ
る
中
津
：
島
外
の
参
拝
者
は
そ
れ
に
乗

進
協
議
会
」
に
：
夫
婦
の
結
婚
報
告
、
ま
た
十
二
呂
七
夕
伝
説
が
朗
読
さ
れ
る
二
船
し
帰
路
に
つ
い
た
。

七
夕
伝
説
発
祥
の
地
大
島
に
て

中
津
宮
七
夕
祭
斎
行
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一
豆
校
校
i
皇
校
一
良
校
一
校
一
良
校
一
校
i
筐
校
一
校
一
校
校
一
良
校
一
校
云
空
校
竺
良
校
i

一
学
込
子
ぷ
圭
学
玉
圭
学
ぷ
そ
学
学
笠
学
H圭
学
一
学
一
学
翌
翌
学
一
翌
学
一
学
一
学
一
学
云
竺

”
虹
小
中
一
覧
竺
見
匹
一
小
一
応
小
中
小
一
[
-
小
茫
小
＿
中
一
小
岬

2
―
虹
一
詞
丘
窪

会
ー
屋
霞
亘
也
珂
頁
一
料
野
間
―
屋
性
間
間
生
屋
一
付
一
珂
一
間
一
屋
一
匹
野
一
東
一

ー
津
五
生
那
城
扇
古
一
板
一
大
一
赤
一
津
一
板
一
饂
赤
一
津
一
弥
津
一
板
一
鵬
赤
津
向
翌
大
一
河
碕
竺
賞

凜
一
り
年
生
年
年
五
年
一
年
一
年
年
毎
年
一
年
年
一
年
年
一
年
一
年
一
年
一
年
一
年
年
一
年
一
年
可
謬

揮
嗅
ニ
一
[
[
[
[
―
]
一
『
[
[
三
』
ニ
ニ
ニ
[
-
ロ

-
[
5

夕
池
蔀
璽
人
一
菜
衷
美
至
佳
奈
渡
一
吹
一
里
一
志
一
乃
鱈
子
一
咲
風
郎
一
乃
も
一
望
也
一
里
ー
、

晴
一
隆
i
論
愛
塵
連
寒
愛
一
令
一
陸
彩
一
友
賢
一
志
―
瑞
―
尚
雇
維
太
一
奏
一
も
憂
紗
―
優
一
会

5

＿
菜
i
-
~
―
一
＿
―
-
墨
~
甕
至
一
-
―
-
i
道

1

4

者
野
端
工
尻
ー
藤
爪
五
~
覇
一
野
一
地
一
水
一
田
津
下
一
松
爪
下
尾
渾
一
原
禾
＿
丞
村
言
賞

宮
＂
大
川
溝
田
堤
江
饂
下
―
璽
大
湯
垂
一
代
―
石
日
本
橋
日
松
亘
北
天
一
福
中
呻

m

賞
貫
貰
一
ー
賞
―
―
賞
ー
一
鱈
一
一
紐
韮
一
鐸
一
―
i
-
―
聾
五
i
g

津
各
一
~
麟
量
五
二
長
-
頁
]
こ
一
麟
類
—
協
一
ー
：

中
県

I
I
一
年
I
I

麟

I
I
一
科
I
I
―
市
一
I
I
―
市
一
『
I
I
-

『
『
町

I
I正
I
I頑
I
I

虹

―
岡
一
県
一
像
一
一
像
―
＿
津
―
-
置
―
津
像
一
一
翻
—
像
＿
津

直
鰐
疇
―
宗
―
一
宗
'
[
福
]
―
宗

l
一
福
康
国
一
宗
福
一
―

塁こ雙 9] 讐嘉苫農悶七ー
！塁塁t~言；晶且塁喜麿旦 s 中
興夕 者一稚島会て鎮十子

胄; f百開四倫贋皐］悶津的会 て名力、県催のる 約、
とは 大のら内さ中筑当ーをr
し‘ 島子中外農津前大六
…••‘曹…·••…tこ・供・翌査•…•。・霊•…文社呈七
助烹息靡孟当喜贋平 9 靡：タ

にえさしのホ． ヽが蓬日神社一が三の

見昇ヰ均冒嵐靡： ］与旦胃畠冒 □ 土下揮
t：畠犀品腐塵麿畠t［畠塵f ：畠真胃ら奄
題ご経果に校でそ護りる取ぇ、第て

饂合羞嘉百雙喜雙贅予゜嘉歪畠祠塁会
命与中揮々移大来関の 史宗で揮 s

....................................................................................................................................................... 

さ 正書れを参に出 作選え限
れそな道た祈加奉さ正品出たら清
たの審会゜念者納れ午をし三れ書
子間査の祭すのしる過提‘枚た時
供‘が先典る学奉とぎ出中の時間
達緊行生後祝業告‘ヽし津中間三
は張な方直詞成祭早全だ更ヵ、内〇
神か［止ちが就を速作 とらで分
社ら つに奏と斎御品 移一書と
前開だて福上健行神が 動枚きい
の放 厳岡さ康、前提 しを終う
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

を際 し七口行選わ 然しの協砂
頂し終たタフわ作り午をみサヵ浜
い‘わ゜揮｛れ品‘後満‘ザでに

：石望 言 9 禽豪磁日雰 9 色賢；
島らの 恙しに、内は で海ての
小ぬ揮 な、賞表回審 は水い方
•お竃 く本状彰廊査 の浴る々
中世会 終年と式にも 大を恒の
学話に 了の卜が入終 自楽例ご
................................... 

ま面を校
すよは‘
゜りじ福
厚め岡
＜多書
御く道
礼g会

門且腐
上て生
げ紙方
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八
月
一
日
正
午
よ
り
辺
津
丁
本
管
打
楽
器
コ
ン
ク
ー
ル
で

宮
本
殿
に
て
オ
ー
ボ
エ
奏
者
こ
ほ
大
賞
を
受
賞
さ
れ
た
。

渡
辺
克
也
氏
に
よ
る
奉
納
演
：
九
一
年
に
渡
独
さ
れ
ベ
ル
リ

奏
会
が
開
催
さ
れ
氏
子
、
崇
：
ン
・
ド
イ
ツ
・
オ
ペ
ラ
の
首
席

敬
者
等
五
十
人
が
参
集
し
二
葵
者
を
歴
任
、
現
在
は
ソ
リ

た
。
こ
人
ツ
・
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
ズ
・
ル

渡
辺
氏
は
、
東
京
藝
術
大
：
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
首
席
奏
者

学
卒
業
後
、
S
o
ny

M
u
si

c
 ~
.
.
.
\
J
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
。

F
o
u
n
d
at
ion
主
催
第
一
回
一
当
日
、
演
奏
さ
れ
た
曲
は
、

国
際
オ
ー
ボ
エ
コ
ン
ク
ー
ル
で
ニ
―
月
一
日
」
（
作
詞
二
十
家

入
賞
。
九
0
年
の
第
七
回
日
」
尊
福
作
曲
：
上
真
行
）
、

「
蘇
州
夜
曲
」
（
作
詞
二
四

條
八
十
作
曲
二
服
部
良

一
）
ほ
か
三
曲
で
、
参
集
し

た
人
々
は
そ
の
音
色
に
聴
き

入
っ
て
い
た
。

オ
ー
ボ
エ
奏
者

渡
辺
克
也
氏
奉
納
演
奏

]
揮
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ

`
“
ら
世
界
遺
産
登
録
等
に
よ

：
り
参
拝
者
が
増
え
る
可
能
性

｀
り
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
社

巫
女
職
を
中
心
と
し
た
職
二
紹
介
を
尊
敬
語
・
謙
譲
語
で
二
眼
対
応
充
実
の
為
に
、
今
後
も

員
の
マ
ナ
ー
講
習
会
の
第
二
回
一
声
に
出
し
て
、
一
人
一
人
指
導
[
研
修
を
続
け
て
行
き
た
い

o

一

目
が
、
前
回
と
同
じ
く
友
清

□
か
行
わ
れ
た
。

順
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
一
次
に
巫
女
全
員
に
広
告
チ

え
し
七
月
二
十
五
日
に
行
わ
ニ
フ
シ
が
配
ら
れ
、
謙
譲
語
に
て

れ
た
。
一
説
明
を
行
い
滑
ら
か
に
言
葉

前
回
の
講
習
は
立
ち
振
る
口
が
出
て
く
る
訓
練
が
行
わ
れ

舞
い
を
中
心
に
行
わ
れ
た
が
、
丁
た
。
会
の
最
初
で
は
、
ぎ
こ
ち

今
回
は
言
葉
遣
い
を
中
心
に
[
な
さ
の
抜
け
な
い
様
子
で
は

講
義
が
行
わ
れ
た
。
：
あ
っ
た
が
、
時
間
が
進
む
に
つ

先
ず
は
、
混
同
し
が
ち
な
丁
れ
ス
ム
ー
ズ
に
言
葉
が
出
て
き

敬
語
・
尊
敬
語
・
謙
譲
語
の
違
二
J
い
た
。

い
が
説
明
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
一
第
二
回
の
研
修
が
終
わ
り
、

実
践
的
に
様
々
な
言
葉
・
自
己
こ
J
れ
か
ら
研
修
の
成
果
が
発

今
回
は
、
敬
語
に
つ
い
て
の
講
習
一
だ
後
、
敬
語
で
質
問
に
答
え
た
り
、

で
し
た
。
基
本
的
に
敬
語
は
相
手
を
一
敬
語
に
言
い
換
え
た
り
と
実
際
に

敬
っ
た
り
、
自
分
が
遜
っ
た
立
場
で
相
一
使
う
練
習
を
し
ま
し
た
。
普
段
自

ま
ず
、
前
回
の
復
習
か
ら
始
ま
っ
二
手
に
使
う
言
葉
で
、
で
す
ま
す
調
の
i
分
で
は
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い

た
第
二
回
目
の
マ
ナ
ー
講
習
。
私
一
よ
う
に
相
手
と
自
分
が
同
じ
立
場
で
一
て
も
、
い
ざ
言
い
換
え
る
と
な
る

は
、
社
頭
で
の
立
ち
振
る
舞
い
に
つ
i
使
う
丁
寧
語
は
相
手
を
敬
う
言
葉
で
一
と
で
き
て
な
い
部
分
が
多
く
あ
っ

い
て
、
前
回
の
講
習
で
教
え
て
頂
い
一
は
な
い
の
で
、
参
拝
者
の
方
に
使
う
―
た
の
で
、
き
れ
い
な
尊
敬
語
、
謙

た
品
格
の
笑
顔
を
意
識
し
て
実
践
一
の
は
適
切
で
は
な
い
と
知
り
ま
し
た
。
i
譲
語
を
使
え
る
よ
う
に
意
識
し
て

で
き
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
一
そ
れ
ぞ
れ
の
言
葉
の
性
質
を
学
ん
二
使
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
渭lい
い
け
渭
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RKB毎日放送創立65周年記念

条属•池ノ島 大国全農
「神宿る島」宗像・沖ノ島と関連遺産群

世界遺産登録推薦決定記念事業

2016年

9月17日［土］―11月28日［月］
開館時間 9:00~17:00 （入場は16:30まで）

＊ただし 9月 17 日（土）は開会式のため、

一般入場は午前 11 時30分より

宗像大社刊l~j崩

一帷＇悶帳-
◆8月 1 日（月）～ 9月 1 1 日（日）
展示替え作業の為一部閉館

◆9月 12 日（月）～ 9月 16 日（金）
完全閉館 さんかくぶちしんじゅうきょう

▲三角縁神獣鏡（国宝） ` 
きんせいゆぴわ

▲金製指輪（国宝）

宗像大社
た しまほうじょっス

（田島放生会）の
ご案内

秋季大祭
ら'bi

宗像大社秋季大祭（田島放生会）日程

（み海あ上神れ祭幸）
9:30 大島港出港

110日月（土） 10:30 神湊港入港

（一入御日祭祭）
於＝辺津宮本殿

12.00 
主基地方風俗舞奉奏

210日月（日）
流鏑馬神事 8:00 於＝神門前参道

例祭 11. 00 於浦＝辺安津舞宮奉本奏殿

三日祭 11: 00 於＝辺津宮本殿
翁舞奉奏

高宮秋季大祭

第二宮・第三宮
10月 秋季大祭
3 日（月） 1 宗像護国神社

秋季大祭

献荼祭

三日祭終了後引き続き、
各社に分かれ同時斎行
（正午頃を予定）

14:00 

高宮神奈備祭 118:00

当大社最大の神事、
秋季大祭を左記日程で
斎行致します。
皆様の御参拝を心より
お待ち申し上げます。

於巴：：二悶む訳品
悠久舞奉奏 （0940)62-1311 （代）

三
0
0
、

0
0
0
円

広
島
市

二
0
、

0
0
0
円

武
蔵
野
市

1
0、
0
0
0
円

京
都
市

仙
台
市

名
古
屋
市

文
京
区

文
京
区

五
、0
0
0
円

大
分
市

神
戸
市

千
葉
市

戸
塚
区

名
古
屋
市

登
米
市

港
区

三
養
碁
郡

横
浜
市

四
、
0
0
0
円

大
阪
市

三
、0
0
0
円

北
九
州
市

杉
並
区

二
、0
0
0
円

諌
早
市

大
阪
市

三
郷
市

品
川
区

下
関
市

栃
木
市

姫
路
市

船
橋
市

杉
孝
子

渡
部
清
二

内
田
史
佳

高
橋
広
美

横
山
厚
子

的
場
博
子

今
村
明
子

浅
田
修

朴
蹄
美

高
嶋
和
彦

藤
井
裕
美
子

西
木
正
照
・
由
美

泉
野
悦
子

村
瀬
君
夫

石
河
綾
子

渕
脇
正
勝

藤
川
ミ
ヤ
子

久
川
歩
希

奥
村
陽
一

林
美
和
子

長
谷
川
靖
倫

大
宮
彬
護

杉
江
さ
ゆ
り

高
木
友
一
朗

福
井
翼

花
堂
靖
仁

山
田
隆
徳
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一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

嘉
木
園
の
曲
が
り
胡
瓜
に
物
語
り
作
り
て
独
り
の
厨
た
の
し
む

i
気
分
の
良
い
歌
。
作
者
の
作
っ
た
物
語
を
示
す
言
葉
が
あ
る
と
、

i
読
者
も
一
緒
に
楽
し
め
る
だ
ろ
う
。

宗
像
市
宮
田
山
本
静
子
一
宮
若
市
水
原
吉
崎
美
沙
子

手
を
あ
げ
て
歩
行
器
来
た
る
満
面
の
笑
み
こ
ぼ
し
つ
つ
止
ま
り
て
タ
ッ
チ
ニ
坦
超
え
て
表
縁
へ
と
吹
き
抜
け
る
五
月
の
風
に
の
せ
て
掃
き
出
す

景
が
見
え
る
よ
う
だ
が
、
友
が
欲
し
い
の
で
〈
歩
行
器
の
友
は
満
一
風
の
道
が
丁
寧
に
描
か
れ
て
爽
や
か
。
三
句
以
下
〈
吹
く
風
に

＿
面
の
笑
み
こ
ぼ
し
わ
が
前
に
来
て
ハ
イ
タ
ッ
チ
す
る
〉
と
し
た
。
[
-
載
せ
て
掃
き
出
す
わ
が
家
の
塵
〉
と
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子
一
宮
若
市
宮
田
本
田
エ
リ
ナ

子
の
飛
行
基
地
沖
縄
特
攻
に
征
き
た
る
兄
は
此
処
よ
り
還
ら
ぬ
云
口
唱
の
主
役
は
い
つ
も
ワ
シ
ワ
シ
で
わ
が
街
も
も
う
亜
熱
帯
な
り

息
子
さ
ん
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
か
。
そ
の
勤
務
す
る
基
地
か
ら
‘
]
確
か
に
熊
蝉
の
声
を
よ
く
聞
く
。
断
定
せ
ず
に
〈
ー
わ
が
街
は

[
か
っ
て
特
攻
に
出
た
兄
を
か
な
し
む
作
者
。
[
-
も
う
亜
熱
帯
ら
し
〉
と
し
て
は
。

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦
]
福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

ほ
し
い
ま
ま
に
さ
つ
き
松
原
の
ほ
の
ぐ
ら
き
な
か
に
て
鳴
け
り
朝
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
丁
小
雨
涵
四
る
宮

I
の
桜
ぶ
の
黒
き
幹
春
惜
し
む
ら
し
花
び
ら
止
る

ほ
と
と
ぎ
す
と
松
林
の
暗
さ
が
合
い
、
雰
囲
気
が
あ
る
。
i
雨
で
幹
に
張
り
付
い
た
桜
の
花
び
ら
を
春
を
惜
し
む
と
見
た

一
ほ
し
い
ま
ま
を
‘
鳴
＜
と
近
づ
け
る
工
夫
を

0

I一
作
者
。
三
句
〈
黒
き
幹
に
〉
と
助
詞
を
。

宗
像
市
武
丸
白
土
凌
―
]
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

時
鳥
朝
を
知
ら
す
や
朝
早
く
木
の
上
で
鳴
く
良
き
日
よ
り
な
る
玉
戊
み
か
ら
ひ
ょ
い
と
出
て
来
し
野
う
さ
ぎ
は
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
跳
ね
て
山
道
登
る

早
朝
の
ほ
と
と
ぎ
す
。
三
句
以
下
〈
日
よ
り
良
き
今
日
は
し
き
[
山
道
を
跳
ね
る
兎
の
様
子
が
可
愛
い

o

擬
態
語
が
二
句
●
四
句

一
り
に
木
の
上
で
鳴
く
〉
と
朝
を
―
つ
に

°
-
l

に
あ
る
の
で
、
二
句
は
〈
不
意
に
ー
〉
。

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊
[
i
{
”
ホ
像
市
日
の
里
秋
吉
嘉
範

む
な
か
た
の
海
さ
つ
き
晴
れ
島
々
の
女
神
に
贈
り
た
し
大
き
柏
餅

5親
子
孫
文
月
生
れ
集
い
し
て
誕
生
祝
ふ
さ
さ
や
か
な
宴

明
る
い
詠
み
ぶ
り
の
楽
し
い
歌
。
こ
の
様
な
歌
を
献
じ
ら
れ
[
-
同
月
生
れ
の
仲
の
良
い
家
族
。
三
・
四
句
〈
集
ま
り
て
誕
生
日

[
た
ら
、
女
神
も
に
っ
こ
り
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
[
-
祝
ふ
〉
と
す
る
と
言
葉
の
流
れ
が
良
い

宗
像
市
自
由
ヶ
丘
萩
原
勉
一
、
選
者
詠

宮
若
の
人
気
少
な
き
善
光
寺
新
幹
線
の
音
通
り
過
ぐ
：
安

U
な
さ
な
苦
瓜
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
し
夏
過
ぎ
て
気
付
け
り
眉
間
の
し
わ
に

＿
新
幹
線
の
音
が
逼
ぎ
た
後
の
酔
け
さ
。
三
句
は
字
余
り
に
な
る
が
助
詞
を
入
れ
〈
善
光
寺
に
〉
二
思
い
出
し
笑
ひ
す
る
ほ
ど
の
可
笑
し
さ
に
こ
の
ご
ろ
会
は
ず
多
く
は
苦
笑

宗
像
市
多
濃
早
川
祥
三
~

抑
止
力
い
ま
だ
奉
り
て
核
だ
の
み
正
邪
い
ず
れ
や
人
の
格
と
は
i

一
核
か
ら
人
の
曽
悪
を
考
え
た
作
者
。
―
―
・
三
句
了
信
じ
て
核
頼
る
〉
、
四
句
〈
ー
性
と
は
〉
に
。
一

北
九
州
市
門
司
区
北
野
カ
ズ
ミ
~

条
件
の
何
に
満
ち
足
る
ブ
ル
ベ
リ
ー
枝
た
わ
ま
せ
て
日
ご
と
熟
れ
ゆ
く
一

何
が
良
か
っ
た
の
か
出
来
の
良
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
。
不
思
識
に
忠
つ
作
者
。
三
句
〈
満
ち
足
る
や
〉
。
一

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日
メ
切

一
乙
眉

俳
句

咋
作
品
集

宗
像
市
武
丸
白
土

宗
像
の
山
は
か
す
み
て
夏
を
知
る

凌

ー
的
[
い
戸

七
十
一
年
目
。
当
社
で
は
宗
像
護
国

神
社
に
お
い
て
戦
没
者
慰
霊
祭
と
千

灯
明
を
執
り
行
い
ま
し
た
▼
七
十
＿
年

前
、
そ
の
当
時
の
人
々
は
こ
の
よ
う

な
平
和
な
日
が
訪
れ
る
こ
と
を
想
像

で
き
た
だ
ろ
う
か
。
祭
典
奉
仕
後
、

英
霊
の
御
霊
に
思
い
を
馳
せ
る
と
共

に
、
こ
の
時
代
を
生
き
て
い
る
私
た

ち
は
未
来
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
▼

ま
た
、
そ
の
こ
と
を
語
り
継
い
で
い

く
人
が
減
っ
て
い
る
今
、
私
た
ち
も

話
を
聞
き
、
勉
強
す
る
こ
と
で
後
世

に
そ
の
時
代
の
こ
と
、
さ
ら
に
は
思

い
と
い
う
も
の
を
伝
え
て
い
く
義
務

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
黒
）

発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会

住
所
〒
八
―
一
ー
三
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（
O
九
四

0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
藉
津
幹
之

編
集
人
大
塚
・
鈴
木
・
黒
神

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

つきなみ

1 ・ 15日月次祭
午前10時～ 高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前11 時～ 総社祭
※ 1 日は引き続き風鎮祭斎行
浦安舞奉奏(1日）豊栄舞奉奏(1 5 日）

........................................ 

22日皇霊殿逢拝式午前10時～
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

30日秋季大祭宵宮祭
総社地主祭午後5時～
宵宮祭午後6時～
••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 




